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《 歴史&宗教  No009  》 

 

 

 

 

「 鬼 越 古 道 」 

 

 

第Ⅰ部 有志による鬼越古道＆戸神山一周の探査報告 

 

第一章 2014（平成 26）年４月 16 日（水）AM、石行寺佐藤亮照住職を案内 

 

第二章 2021（令和 3）年４月４日（日）AM、５名同行 

＜参加者＞ 

小立  阿部慎悦さん 

〃   斎藤悟さん 

岩波  伊藤利博さん 

〃   神谷正志さん 

上桜田 大沼香（文責） 

 

 

第Ⅱ部 「鬼越の森再生プロジェクト」活動の成果 

（松本剛さんの活動紹介） 

 

 

 

 

（上桜田の大 沼 香
かおる

） 
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第Ⅰ部／第一章 2014（平成 26）年４月 16 日（水）AM、石行寺佐藤亮照住職を案内 
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平
清
水
家
の
戸
神
山
稲
荷
大
明
神 

平清水家の戸神山稲荷大明

神は、１年前の 2013(H25)

年 3 月 28 日(木)時点では、

鳥居前の杉の大木は伐採さ

れていませんでしたが、その

状況が右写真です。 
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戸神山西麓の毘沙門堂と三十三観音石仏 

岩波大橋の石碑群 

「三社託宣碑」（写真中央）の裏側には「金毘羅」（金毘羅権現）が刻字されている。 

（裏） （表） 
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 【 感 想 】 

 

 石行寺佐藤亮照住職と同行し、最上三十三番観音霊場７番札所岩波観音堂をスタートし、鬼越峠の古道

を歩き、戸神山を一周して石行寺に到着しました。 

 主要な基点として、鬼越峠、戸神山頂往復、平清水に下って追分碑、平清水家稲荷神社、戸神山西麓三

十三観音石仏、岩波大橋の石碑群を辿りました。 

 鬼越峠から戸神山までの尾根筋に掛けては、カタクリ花の群生地が散在し満開でありました。 

 鬼越峠から戸神山までの尾根筋に岩稜部が２個所あり、「一刀礼拝」により磨崖仏を彫刻したくなる雰囲

気がありました。 

 

 さて、当日、前記、平清水家稲荷神社の所に通り掛かった時、境内の杉の木を伐採した直後で家人が後

片付けをしていました。快く同社の内部の拝観（次頁写真）をさせていただきました。神社の建物の内部

に家屋型の厨子があり、祭壇となっていました。その厨子は煤
すす

けて黒光りしていましたが、神仏習合時代

の護摩炊き・護摩修法による影響ではないかと思いました。 

 

もう一つ、前記、戸上山西側直下麓の三十三観音石仏はどこか正霊場の写しなのか、最上三十三観音霊

場だという人と、いや山形三十三観音霊場だという人がいる。さて、真偽のほどは？ 管理人・持ち主は

判明しており直接訊ねたが、“分らない”とのこと。私の調査ではどちらでもない！ 

さらにもう一つ、前記、岩波大橋の石碑群の中に「 三社託宣碑

{
 
 

 
 八幡大神

天照皇太神宮

春日大明神 }
 
 

 
 

 」があり、その裏側

には「金毘羅」（金毘羅権現）が刻字されている。二つの顔を持っているが、何か云われはあるのか？ 

 

ＧＰＳ機器を携帯し歩いたが、実査のルートは、昭和 23 年２月 28 日発行の国土地理院地形図に記載さ

れている鬼越古道ルートとほぼ一致している事を確認しました。ＧＰＳ機、地形図にはそれぞれの誤差は

あるが、限りなく一致していると判断して良いと思います。 

 

 戸神山を中心に徒歩一周であったが、改めてこの界隈の自然の良さ、歴史的な味わいを堪能する事が出

来ました。 

 ありがとうございました。 
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第Ⅰ部／第二章 2021（令和 3）年４月４日（日）AM、５名同行 

 

 今回の実査においては、下図の左右を比較すると、古い地形図上のルートにほぼ近いコースを取れたものと思って良いのではないでしょうか。 
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（伊藤さん宅の所に集合） 
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（伊藤さん宅内御池に住む鴨のつがい） （次頁の追分石から望む平清水） 
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南方から見た「鬼越」―――2021(R3)/04/05(月)撮影 

〖参考〗平清水家の戸神山「稲荷大明神」 

左は 2013(H25)/3/28(木)、右は 2014(平成 26)/4/16(水)撮影 

内部は最後の８ページに記載 

戸神山 鬼越 

左は小桜橋の桜、右は鬼越のカタクリ―――2021(R3)/04/05(月)撮影 

この時期にしてこの状況です、地球温暖化・異常気象の現れ？！ 
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今回携行したＧＰＳの記録―――軌跡（トラックログ）について 

 

 この度は、三つの機器を携帯して記録したので比較してみます。 

 

下図対

応 
機 器 アプリ 

パソコン処

理 

ソフト 

備 考 

㋑ Apple Watch 
Workouts+（有

料） 

カシミール

3D 

アプリは軌跡を記録するのみ、地図は

iPhone（又は iPad）内のもの 

㋺ Apple iPhoneSE 
スーパー地形

(有料) 
〃 国土地理院地形図とリンク 

㋩ 
Garmin 

OREGON650t 
本体内蔵 〃 

本体に国土地理院地形図と記録機能を内蔵

した専用機 

 

 

 同じ地点（場所）においても、微妙に違う（ズレル）ところがあります、ただし１m 以内か？ 自動運転

に利用する精度を要求するものでないことから歩くために利用する分においては十分な精度であることが

分かります。 

 スマートフォンの GPS 機能に係り、Apple 製品でも、Android 製品でも機器本体は GPS 機能を保有して

いるが、問題は記録
、、

する機能の有無です。記録動作はそのためのアプリケーションをインストールする必要

があります。殆どは 1 千円以内の有料です。 

 なお、前記２ページ右側図は下図㋑と同じものです。また、㋺を記録した iPhoneSE はザックのポケット

に入れてチャックを閉めた状態で携行したものである中でこのとおりですから、「iPhoneSE＆スーパー地形」

の組合せがとても相性が良い―――受信感度が良いスマホであると思っています。 

  



13（ohnuma kaoru） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

㋑ ㋩ 

ON 

㋺ 



14（ohnuma kaoru） 

 

 

第Ⅱ部 鬼越の森再生プロジェクトの活動成果 

（松本剛さんの活動紹介） 

 

 

山形大学教授の松本剛さんが「鬼越の森再生プロジェクト」を立ち上げ・主導した鬼越古道復活の成果

を紹介する。 

 

近年、この近くに居を構えた松本さんは、近辺の森の再生（針葉樹の杉が混在の山を広葉樹の山に再生

したいということか）に関心を持つ中で、この鬼越古道の復活にも取り組んだ。松本さんの呼びかけに呼

応し地元の有志ボランティアが集い、地権者調査、地権者への趣旨説明と応諾獲得、現地の刈払いと道普

請に努め、最終盤には次頁以降の案内マップを作製し、みんなそれぞれの役割を発揮し、2023(令和５)年

の１年足らずで仕上げたものである。 

 

前記第Ⅰ部に記載したとおりに、地元においては以前から関心を持つ人がいたもののそこで止まってい

た。 

しかし、この度の松本さんの情熱とリーダーシップがあったからこそに一気呵成に仕上がったものであ

る。また、所要の経費を伴ったが、松本さんの知見と手続きを踏まえて獲得して頂いた。ここに感謝と敬

意を表するものである。もう一人忘れてならないのが、黒沢峠を中核に越後米沢街道・十三峠の復活に注

力した高橋さんである、松本さんと共に、その培ったノウハウをここにも如何なく投入して頂き立派な古

道に仕上げて貰った。 

 

この近辺には、神尾古道－東西（新旧）ルート－もあるが、歩くとなれば気軽な散歩という訳にはいか

ないだろうが、この鬼越古道は里と里を結ぶご覧のとおりの地理的好適地にあり、気軽に散歩出来るコー

スである。子供達や高齢者にも歩いて貰いたい山道である。一部の古道ハイクマニアには知れ渡りつつあ

るようだが、まだまだ認知度は低いのではないか。大いにＰＲに尽力したいものである。 

 

 

(完) 
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 下写真は 2025(R7)年４月５日（土）晴、鬼越古道ハイクの GPS トラックログと写真、ピークにカタクリが咲き始めていた。 

（end） 
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